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令
和
五
年
度
事
業
活
動
の
ス
タ
ー
ト
に
あ
た

り
、
ひ
と
言
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。
平
素

よ
り
、
雲
南
市
民
の
皆
様
に
は
、
雲
南
市
社
会

福
祉
協
議
会
（
以
下
、
本
会
）
の
運
営
並
び
に

各
種
事
業
の
推
進
に
対
し
ま
し
て
、
格
別
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
心
か
ら
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感

染
拡
大
は
、
若
干
衰
え
を
見
せ
て
い
る
も
の
の

未
だ
に
市
民
生
活
に
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

感
染
予
防
の
た
め
人
と
人
と
の
関
わ
り
に
距
離

を
と
ら
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
は
、
生
活
困
窮
者

の
増
加
や
、
生
活
課
題
解
決
を
阻
む
大
き
な
要

因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
会
で
は
、「
制
約
さ
れ
た
人
と
人
と
の
関

り
」「
生
き
が
い
や
意
欲
」「
地
域
社
会
と
の
つ

な
が
り
」
に
つ
い
て
、
五
月
に
予
定
さ
れ
て
い

る
五
類
へ
の
移
行
後
を
見
据
え
た
地
域
福
祉
の

あ
り
方
を
模
索
し
、
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
社

会
の
実
現
に
向
け
て
努
力
し
て
参
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
国
で
は
「
地
域
共
生
社
会

の
実
現
」
に
向
け
、「
相
談
支
援
」「
参
加
支
援
」

「
地
域
づ
く
り
に
向
け
た
支
援
」
の
三
つ
の
支

援
を
一
体
的
に
実
施
す
る
「
重
層
的
支
援
体
制

整
備
事
業
」
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
会
に

お
き
ま
し
て
は
、「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
高
齢
者
の
総
合
相
談
）」「
権
利
擁
護
セ
ン
タ
ー

（
法
人
後
見
、
日
常
生
活
自
立
支
援
）」「
生
活

支
援
・
相
談
セ
ン
タ
ー
（
個
別
支
援
に
よ
る
生

活
困
窮
者
支
援
）」「
生
活
支
援
体
制
整
備
事
業

（
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
配
置
）」な
ど
、

そ
の
中
核
的
な
事
業
活
動
を
展
開
す
る
法
人
と

し
て
、
い
ま
一
度
方
向
性
を
確
認
し
地
域
福
祉

を
支
え
る
体
制
づ
く
り
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

　

次
に
、
本
会
が
担
う
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
に

つ
き
ま
し
て
は
、
急
激
な
電
気
代
ほ
か
諸
物
価

の
高
騰
、
人
材
不
足
が
よ
り
深
刻
化
を
増
す
な

ど
こ
れ
ま
で
以
上
に
厳
し
い
経
営
環
境
か
ら
の

脱
却
に
向
け
て
の
検
討
が
急
が
れ
ま
す
。
さ
ら

に
、
急
速
に
少
子
化
が
進
行
す
る
中
で
の
適
正

な
保
育
所
運
営
に
つ
き
ま
し
て
も
、
雲
南
市
を

は
じ
め
関
係
機
関
と
の
協
議
を
進
め
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
財
政
状
況
の
改
善
、
経
営
基
盤

の
強
化
は
、
本
会
に
お
け
る
大
き
な
経
営
課
題

で
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
本
会
の
経
営
理
念
で
あ
る
「
市
民

誰
も
が
自
分
ら
し
く
輝
き　

支
え
合
う
福
祉
の

ふ
る
さ
と
づ
く
り
」
実
現
の
た
め
、
行
政
は
も

と
よ
り
雲
南
市
民
の
皆
様
、
地
域
自
主
組
織
、

社
会
福
祉
法
人
、
小
・
中
・
高
等
学
校
、
企
業

な
ど
、
関
係
機
関
・
団
体
の
皆
様
の
ご
参
加
、

ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
令
和
五
年
度
の

事
業
活
動
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
、今
年
度
も
一
層
の
ご
支
援
と
、

積
極
的
な
ご
参
加
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
、
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

ご
挨
拶

雲
南
市
社
会
福
祉
協
議
会

会　

長　
　

秦　
　
　

和　

夫

主
な
内
容

2023

73号
4月

社 協 だ よ り 市民誰もが自分らしく輝き、市民誰もが自分らしく輝き、
支え合う福祉のふるさとづくり　支え合う福祉のふるさとづくり



2雲南市社協だより

法人運営事業

地域福祉事業

在宅福祉事業

組織を継続し成長させていくために、法人の全体最適に向けたマネジメントを戦略的に
推進する総務部を目指す

誰もが安心して暮らし続けられる地域をつくるために、地域を基盤としたソーシャル
ワークを包括的に実践し、暮らしやすさを追求する地域福祉部を目指す

その人らしいふだんの暮らしを支えるために、一人ひとりの暮らしに寄り添う高品質な
在宅ケアを実践し追及する在宅福祉部を目指す

１．法人運営に関する業務
◦関係法令、定款及び諸規定等に基づくガバナンス（統治）体制の

構築により、社会福祉法人に求められる公益的かつ透明性の高い
事業の実施に努める。

２．社協会員に関する業務
◦定款及び会員規程に基づき社協会員の加入促進に努め、地域住民

や関係機関の参加を旨とする社協の組織基盤の強化を図る。
３．人事管理に関する業務

◦人材の確保・育成・定着を進めるため、職員一人ひとりがそれぞ
れの業務に専念し、その能力を十分発揮できるよう支援する。

４．労務管理に関する業務
◦職員一人ひとりが安心・安全に、やりがいをもって働くことがで

きる職場環境づくりを推進する。
５．経理・財務管理に関する業務

◦関係法令、社会福祉法人会見基準及び諸規定等を遵守した会計処

１．総合相談体制の充実
◦多様な相談をまずは受け止め、相談者と共に課題に向き合い、

改善・解決に向けた支援体制を構築し、その人の自立を支援する。
２．生活支援の充実　

◦総合相談で受け止めた生活困窮課題の改善・解決に向け、資金
融資や就労準備のサポート、狭間のニーズへの新たな対応策に
よって、その人の自立を支援する。

１. 権利擁護体制の充実　
◦高齢や障がいなどで判断能力に不安を感じる方、意思決定が困

１．福祉教育 ( 共育 ) の推進　
◦学校や地域住民、ボランティア等と共に学び合う共育の場づくり

を進め、地域福祉の実践に向けた理解と共感の輪を広げていく。
２．小地域福祉活動の推進　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

◦住民自治を担う地域自主組織と共に、地縁の力を発揮した
“その地域ならではの暮しの支え合い（共助）”を深めていく。

３．ボランティア活動の推進　　　　　　　　　　　
◦ボランティアセンターを核に、共感（志縁）の力を発揮した
“ボランティアならではの暮らしの支え合い（共助）”を深めていく。

４．住民参加による地域生活支援　
◦地域自主組織、ボランティア活動実践者、行政、関係機関等に

よる協働の場を形成し、参加と協働の相乗効果を発揮した事業
を展開する。 

１．独立採算性を基本とした経営基盤の強化　
◦常に経営状況の把握と分析を行い、拠点区分での独立採算性を基

本として、事業所単位で目標値を定め、検証を行い、経営基盤の
安定・強化を図る。                                                            

２．高品質な介護サービスの実践と法令遵守の徹底　
◦介護サービスの質の向上、チームケアの充実を図り、業務をより

安全に効率的に行えるよう業務改善に取り組む。
◦地域包括ケアシステムの推進を図るとともに介護報酬の改正に伴

う加算の取得要件等の見直しを行い法令遵守の徹底に努める。
３．人材の確保・育成・定着に向けた取り組み　

◦質の高いサービスを提供するために、担い手である職員の確保と
キャリアパスを踏まえた育成を図り、OJT の仕組みづくりを強化
する。

理を徹底し、経営状況を把握した健全経営を目指す。
６．総務に関する業務

◦社協全体を最適化していく経営管理マネジメントを進め、総合力
を生かした社協らしさを発揮できる法人運営を目指す。

７．式典及び行事に関する業務
◦雲南市や各関係機関等との共催による式典及び行事を開催し、社

会福祉の啓発と推進を図る。
８．地域における公益的な取り組みの推進に関する業務

◦社会福祉法（第 24 条第２項）に規定される地域における公益的
な取り組みを推進し、社会福祉法人としての責務を果たす。

９．日本赤十字社島根県支部雲南市地区の運営に関する業務
◦日赤雲南市地区事務局として、日赤事業の連絡調整と普及・啓発

を担う。

３．社会的包摂の実現【地域生活支援】　　　　　　　　　　　　　　　
◦社会的排除や社会的孤立などの社会問題に対し、みんなで理解

し、みんなで考え、みんなで行動することによって、その人の
自立を支援する。

４．住民参加による地域生活支援
◦地域の住民や自主組織、行政、関係機関、団体等による協働の

場を形成し、参加と協働の相乗効果を発揮した事業の展開によっ
て、その人の自立を支援する。

難な方などの権利を擁護し、地域でのその人らしい安心な暮ら
しを支えていく。

５．雲南市共同募金委員会の運営　
◦寄付者と活動者の思いをつなぐ“相互の共感”を大切にした、

赤い羽根共同募金運動を展開する。
６. 民生児童委員協議会の活動支援　

◦地域福祉活動を推進するパートナーである雲南市民生児童委員
協議会との協同実践を目的として、その活動を支援する。                                                                      

７ . 当事者組織活動の推進
◦当事者主体の地域福祉活動の推進を目的として、当事者組織の

特性が発揮されるようにその活動を支援する。
８. 第４期雲南市地域福祉活動計画の進行管理　

◦地域福祉の充実を目指して、雲南市総合保健福祉計画と連動す
る、民間福祉活動の行動計画である第４期雲南市地域福祉活動
計画を推進する。

◦介護事業所間の連携を深め、意欲と誇りをもって働き続けること
ができる魅力ある職場を目指すとともに算定要件を遵守し適切な
処遇改善を実施する。

４．地域貢献事業の推進
◦各事業所より出前講座や地域サロン等へ職員を派遣し、専門性を

活かした地域貢献事業を実施し、信頼と期待される福祉サービス
の拠点づくりを目指す。

◦地域のボランティアの受入れ、地域福祉活動の参加等地域との連
携に努める。

５．感染症や災害への対応強化  
◦感染症の対応マニュアルを更新し、職員一丸となり感染拡大防止

に努める。また、事業継続計画 (BCP) の策定を進める。

詳しくはホームページをご覧ください。　http://unnansyakyo.jp

事 業 計 画

◆生活支援・相談センター

◆権利擁護センター

◆福祉のまちづくり促進センター
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施設福祉事業

保育所受託運営事業

地域包括支援センター事業

一人ひとりの心安らぐ住まいであるために、その人らしい生き方・生活を尊重した施設
ケアを実践し追及する施設福祉を目指す

地域とともに健やかに育つ子どもを支えていくために一人ひとりの最善の利益
を尊重し、地域を活かした保育の実践を追求する子育て支援部を目指す

地域でその人らしく安心して生活できるために、一人ひとりに必要な
包括的な支援を多職種連携で実施する地域包括ケア推進部を目指す

１．安定した経営基盤の確立
◦施設、短期入所ともに目標稼働率の達成に向け、質の高い介護サー

ビスの提供と異常の早期発見・治療により安定した収入の確保に
努める。

◦誤嚥性肺炎や尿路感染症の予防、新型コロナウイルス感染症対策
を徹底する。

◦加算の算定要件を守り収入の確保に努めるとともにすべての職員
が収益の確保、経費節減への意識を持ち、日々、実行する。

２．質の高いサービスの提供 
◦利用者の自分らしい暮らしを叶えるため、多職種によるアセスメ

ントやモニタリングの実施、利用者・家族の希望を取り入れた施
設サービス計画書を作成しサービスの提供を行う。

◦利用者参加型の会議を定期的に開催し利用者より直接、不適切ケ
アの有無を確認するなど不適切ケア防止に取り組む。

３．安全対策（環境整備） 
◦関係機関等と連携して避難・消火訓練（年 2 回）や不審者対応訓

練を実施するとともに職場内巡視を行い危険個所を発見し安全対
策を図る。

◦利用者の状態に合わせた環境整備を行い生活事故の予防に努める
とともに必要時には事故防止委員会等を開催しリスクマネジメン
トの充実を図る。

１．保育所保育業務　
◦保育理念・保育目標に基づき、保育サービスを実施する。

２．健康及び安全　
◦看護師や栄養士の専門性を生かした児童の健康増進や食育の推進

を図るととともに避難訓練の実施など安全対策に努める。
３．子育て支援 

◦保育所一般開放日における個人面談・育児相談等の実施や子育て
講演会を開催する。

◦保育所だよりなど専門を生かした情報発信に努める。
◦延長保育事業の実施 　
◦【三刀屋保育所】病後児保育室「たんぽぽ」の運営　 
◦【掛合保育所】子育て支援センター・ファミリーサポートセンター

の運営。一時預かり事業・病児保育事業の実施

１．総合相談支援業務
◦地域の高齢者の心身状況や家庭環境等の実態把握に努め、地域に

存在するニーズへの早期対応に取り組む。
◦地域において安心して相談できる拠点としての役割を果たすため、

関係機関との連携のもと、様々な相談内容に総合的に対応できる
体制をつくる。

◦地域の社会資源やニーズを把握し、相談時に適切な情報を提供し
効果的な相談活動をする。また地域のネットワークを通じて高齢
者の実態把握を行い、支援が必要な方へ適切な支援を行う。

２．権利擁護業務 　
◦実態把握や総合相談の過程で、権利擁護の観点から支援が必要と

判断した場合は、雲南市に連絡し、関係機関等との調整により適
切に対応する。

３．包括的・継続的ケアマネジメント支援業務 
◦施設・在宅を通じた地域における包括的・継続的なケアを実施す

るため、医療機関を含めた関係機関との連携を構築し、地域の介
護支援専門員と医療機関との連携を支援するとともに、介護保険
サービス以外の様々な社会資源を活用できるように地域との連携
体制を整備する。

◦施設内外の研修会や事例検討会、施設間交流を通じて施設職員の
専門性を高め、根拠に基づく科学的な介護を追及する。また家族
会と連携し、個々にあった処遇の向上を図る。

４．地域との交流・連携・貢献 
◦学生やボランティア等を幅広く受け入れ、地域との交流を促進し

て「施設の社会化・地域化」を目指す。
◦施設が有する能力や機能を積極的に地域へ提供し、地域福祉の拠

点としての役割を果たす。
５．情報提供・相談・苦情への対応 

◦利用者、家族との信頼関係を構築し、相談、要望、苦情に対して
は迅速かつ丁寧な対応を行う。   

◦広報等を発行し施設の情報を提供する。
６．人材確保・育成・定着 

◦市内小中高生の福祉教育活動等への協力と交流を図り、福祉の仕
事への理解が得られるプ ログラムを企画実施する。また、大学生
等の実習を積極的に受入れる。 

◦エルダー制度など職員が安心して働くことができる環境づくりや
利用者の状況の変化に応じた業務改善を図り業務負担の平準化を
目指す。

◦福祉用具等を導入した腰痛対策に取り組み人材の定着を図るとと
もに算定要件を遵守し適切な処遇改善を実施する。

４．保護者との連携　
◦保護者と連携して行事等に取り組み、信頼関係の構築に努める。

５．職員同士の連携と質の向上　
◦職員の資質向上のため研修計画に基づく研修の実施や研修機会の

確保を図る。
６．小学校との連携　

◦小学校関係機関と連携を図り情報交換や研修会など一体的な取り
組みを進める。

７．地域との連携　
◦地域の方との交流や支援を得た活動を推進する。 　

８．保育に関する評価 
◦提供する保育の質の評価を行い、改善に取り組む。

◦介護支援専門員等に対しその業務に関する個別指導・相談への対
応、事例検討会等の実施、支援困難事例への指導・助言などの支
援を行う。

４．介護予防ケアマネジメント業務　
◦要支援及び介護予防・生活支援サービス事業対象者へ介護予防及

び日常生活支援を目的としたケアマネジメントを実施する。
５．指定介護予防支援業務　

◦介護予防サービス計画の作成及び計画に基づくサービス提供が確
保されるようサービス事業者等との連絡調整を行う。　　　　　　　

６．地域ケア会議の開催及び参画　
◦個別課題の解決、地域包括支援ネットワークの構築、地域課題の

発見、地域づくりと資源開発、政策形成にする 5 つの機能を果た
すため、雲南市と連携して地域ケア会議を開催する。

７．職員の資質向上と連携強化
◦職員の資質向上のため、計画的に研修の実施及び研修の機会を確

保する。
◦各種研修会に参加し職場内で共有する。

８．包括支援センターの周知と関係機関との連携強化
◦各種研修会に参加し職場内で共有する。
◦広報やチラシを用いて関係機関等に周知を図る。

詳しくはホームページをご覧ください。　http://unnansyakyo.jp

令和５年度
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地域福祉地域福祉のための事業にのための事業に		 	
　・生活支援体制整備事業	 6,100
　・地区福祉委員会活動助成事業	 11,118
　・小地域ネットワーク活動推進事業	 3,188
　・地区福祉委員会活動サポート事業	 529
　・総合相談事業	 498
　・住民参加型福祉事業	 350
　・福祉教育推進事業	 712
　・地域福祉情報発信事業	 228

子育て支援子育て支援のための事業にのための事業に
　・保育所の運営（三刀屋・掛合）	 227,282
　・子育て支援センター事業（掛合保育所）	 5,448
　・病児保育事業（三刀屋・掛合保育所）	 9,260
　・ファミリーサポートセンター事業（掛合保育所）	 887

障がい者福祉障がい者福祉のための事業に	のための事業に	
　・日常生活自立支援事業（認知症高齢者含む）　　10,848
　・法人後見事業（認知症高齢者含む）	 10,991

高齢者福祉高齢者福祉のための事業にのための事業に	 	
　・通所型介護事業（介護予防はつらつ）	 46,540	
　・配食サービス事業	 17,040		

ボランティアボランティアに関する事業にに関する事業に		 	
　・ボランティアセンターの運営	 659

生活困窮者支援生活困窮者支援のための事業にのための事業に		 	
　・生活福祉資金事務事業・相談体制整備事業　8,299	
　・民生融金の貸付	 1,042	
　・生活支援活動強化方針推進事業	 115	
　・生活困窮者自立相談支援事業	 8,872	
　・家計相談支援事業	 4,867	
　・就労準備支援事業	 3,425

※事業別予算は予算書から一部を抜粋したものです。
事業の実施にあたっては、市民の皆様からいただいた
会費や寄附金などを大切に使わせていただいております。

事業別予算（単位：千円）

令 和 ５ 年 度 予 算 概 要令 和 ５ 年 度 予 算 概 要

予算
総額

介護事業所
482,689（31.07％）

受託金収入
364,545（23.46％）

貸付事業収入
1,000（0.06％）

法人運営・地域福祉事業 122,402（7.88％）

当期末支払資金残高 0（0.0％）

予備費 6,463（0.42%）

サービス区分間繰入金支出 10,402（0.67％）

拠点区分間繰入金支出 9,064（0.58％）

事業区分間繰入金支出 800（0.05％）

生活支援事業 39,307（2.53％）

在宅福祉サービス事業
34,250（2.20％）

介護事業所
424,924（27.35％）

特別養護老人ホーム
257,367（16.57％）保育所 201,461（12.97％）

建物管理運営事業
5,206（0.34％）

地域包括支援センター
71,157（4.58％）

事務費支出 88,749（5.71％）

貸付事業支出 1,000（0.06％）

助成金支出 16,664（1.07％）

負担金支出 15（0.01％）

利用者負担軽減額 785（0.05％）

固定資産取得支出 775（0.05％）

その他の支出 3,633（0.23％）

積立資産支出 12,020（0.77％）

事業費支出 
247,166（15.91％）

事業収入 61,771（3.98％）

経常経費補助金収入
143,552 （9.24％）

寄付金収入 12,071（0.78％）

地域包括支援センター
32,700（2.11％）

障がい福祉サービス等事業収入
28,582（1.84％）

受取利息配当金収入 50（0.01％）

その他の収入 4,269（0.27％）

積立資産取崩収入 13,642（0.88％）

事業区分間繰入金収入 800（0.05％）

拠点区分間繰入金収入 9,064（0.58％）

サービス区分間繰入金収入 10,402（0.67％）

前期末支払資金残高 18,794（1.21％）

会費収入 10,768（0.69％）

特別養護老人ホーム
358,911（23.10％）

収 入
（単位：千円）

支出
（単位：千円）

介護保険収入
874,300（56.28％） 人件費支出 

1,156,074 （74.42％）

1,553,610,000円
〈内訳〉社会福祉事業	 1,416,125,000円
　　　　公益事業	 137,485,000円

　令和５年度法人全体の当初予算総額は 1,553,610 千円（対前年比 1,522 千円減）となりました。収入の主なも
のとしては、雲南市からの法人運営補助金 135,460 千円、保育業務受託金収入 205,294 千円、介護保険事業収入
874,300 千円、障害福祉サービス等事業収入 28,582 千円等であります。
　特に、12,071 千円計上しました寄付金収入につきましては地区福祉委員会活動助成金やボランティアセンター
事業、福祉教育推進事業等の財源として活用させていただきます。
　また、地域福祉事業や介護保険事業を担うスタッフ体制強化のため社会福祉士・保健師等の専門職を５名採
用・配置いたしました。これにより法人全体の人件費は介護保険事業・保育事業での処遇改善による増額を含めて
1,156,074 千円（対前年比 20,019 千円増）となりました。
　今年度も寄付金や募金に託された皆様からの思いを大切にしながら、限られた財源を有効に活用し、市民の皆様
の福祉増進のために総合的に事業を展開いたしますので、格別のご理解とご協力をお願いいたします。
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人生１００年時代！あなたの準備できていますか？人生１００年時代！あなたの準備できていますか？
　年齢とともに心身の活力が低下し、要介護状態となるリスクが高くなった状態を「フレイル」
といいます。フレイルを予防することはその先にある要介護状態の予防につながり、健康寿命
を延ばします。雲南市社協では、人生１００年時代をいつまでも自分らしく歩んでいただくた
めの介護予防はつらつ事業に取り組んでいます。

　高齢者の皆さんが、人生１００年時代を医療や介護になるべく頼ることのない元気な
からだで自分らしくはつらつと暮らし続けられるよう、健康寿命を延ばすためのプログ
ラムをバランスよく取り入れた、介護予防にみんなで楽しく取り組むための集いの場です。

　介護予防はつらつでは、これまで介護予防の主流だった「身体機能維持のための運
動プログラム」だけではなく、「参加者の幸福感（いきがい）にアプローチするプロ
グラム」を取り入れた「ココから教室」を始めました。
　ココから教室は、参加者同士がお互いの人となりを理解し合える関係性を育み、つながりの中で一緒
に楽しみながら取り組むことで、「肯定感」「気づき」「やる気」を生み出し、日々の暮らしの中に幸福感（い
きがい）を増やしていく新しい取り組みです。

　各分野の専門職との連携により、健康長寿を支える３つの機能の維持・増進を目的とし
た次の取り組みを行っています。

機能１ 【動く：運動】体力を維持するために
　自分らしくはつらつとした毎日を過ごすためには、まず日常の生活動作を行える体力が必要です。そ
の体力を無理なく楽しみながら維持していくために、理学療法士と作業療法士が考えた転ばないからだ
づくりと体力維持を目的とした「レッツはつらつ体操」や認知症予防のための頭の体操やレクリエーショ
ンなどを行っています。

機能２ 【食べる：栄養】健康を維持するために
　健康なからだの維持には、栄養バランスのとれた食事とおいしく食べるための口腔機能の維持が必要
です。栄養バランスのよい献立や食事のひと工夫などを栄養士から学んだり、歯科衛生士や言語聴覚士
による「おいしく食べる」を支えるお口（口腔）の機能訓練や口腔ケアの指導などを行っています。

機能３ 【つながる：社会参加】つながりを維持するために
　社会とのつながりがある人、具体的には週１回以上友人や知人等と交流している人は永く健康でいら
れ、認知症にもなりにくいといわれています。介護予防はつらつは、定期的にさまざまな人とおしゃべ
りしたり、運動や学び合い、食事などをみんなで一緒に楽しめる交流の場として、抑うつ状態や認知機
能の低下を予防します。
　また、健康で社会に参加できるよう、医師や看護師などによる健康に関する心配ごと相談や健康に関
するお話が聞ける取り組みも行っています。

ご自分やご家族の介護予防について考えてみませんか？
まずは見学だけでも大丈夫です。お気軽にお問い合わせください。

お問い合わせ先：雲南市社会福祉協議会 在宅福祉部

合言葉は　 “ みんなで楽しく 元気はつらつ！ ”

〇介護予防はつらつ ってなに？

〇新しい取り組み「ココから教室」を始めました！　　　　　　　

〇どんなことしているの？　

特集 介護予防
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　雲南市共同募金委員会では、令和 4年度もさまざまな形で募金運動を
行ってまいりました。昨年度と同様にコロナ禍の影響により思うような募
金運動が出来ず心配もしましたが、市民の皆さまのご理解とご協力により、
10,395,218 円もの浄財が寄せられました。心よりお礼申し上げます。

雲南市共同募金委員会

以下、募金にご協力いただいた団体・企業・学校のお名前を掲載させていただきます。ありがとうございました。
 		（敬称略・順不同）

戸別募金　 合計　　7,003,422 円

市内各自治会様

街頭募金　 合計　　406,277 円

募金箱 お好み焼き鉄板焼き千両 躍動と安らぎの里づくり鍋山 奥出雲たなべ

Aコープだいとう店 bistrot	aube 中野の里づくり委員会 奥出雲前綿屋	ままたまご

オンダクリーニング㈲本社 ヘアーワークス　ライズ ホテル上代 吉田総合センター

オンダクリーニング㈲大木原店 遊学ファーム ドンシュー 吉田健康福祉センター

大東地区自治振興協議会 加茂総合センター カーベル雲南 ㈱たなべたたらの里

春殖地区振興協議会 加茂健康福祉センター　かもてらす ハッピードライ　みとや店 掛合自治振興会

幡屋地区振興会 ㈱えすみ オンダクリーニング(有)みしまや三刀屋店 多根の郷

佐世地区振興協議会 グッディー木次店 三刀屋文化体育館アスパル 松笠振興協議会

阿用地区振興協議会 Aコープきすき店 キッチンはなみずき 波多コミュニティ協議会

久野地区振興会 ビューティサロン由結 シャディギフトこばやし 入間コミュニティー協議会

海潮地区振興会 おろち湯ったり館 福のから揚げ 掛合まめなかセンター

塩田地区振興会 サンワーク木次 三刀屋健康福祉センター 泉商店

大東総合センター 八日市地域づくりの会 産直市　よってごしな菜 ショッピングセンター　コア

大東町地域福祉センター 三新塔あきば協議会 出雲そばレストラン　むらげ ドラッグストアウェルネス掛合店

加茂まちづくり協議会 新市いきいき会 お土産屋　たたらっち 掛合総合センター

Hair＆Beauty	PRODUCE		AR[アール] 斐伊地域づくり協議会 吉田地区振興協議会 掛合健康福祉センター（好老センター）

雲南市加茂B＆G海洋センター 地域自主組織　日登の郷 民谷地区振興協議会 ガチャマシン設置

山崎写真館 西日登振興会 田井地区振興協議会 福のから揚げ　

総合衣料　なりあい 温泉地区地域自主組織「ダム湖の郷」 Aコープよしだ店 Aコープよしだ店

菓子工房　たてたに 雲南市役所本庁舎 吉田グリーンシャワーの森 街頭募金活動

Aコープかも店 木次町高齢者コミュニティセンター JAしまね雲南吉田支店 三刀屋高校JRC部（11/9グッティ・みしまや）

かもマート 三刀屋地区まちづくり協議会 吉田郵便局 海潮中学校（12/15桂荘）

ドライブイン加茂 一宮自主連合会 田井郵便局 木次中学校（12/27マルシェリーズ）

居酒屋永和 雲見の里いいし ケアポートよしだ

（令和5年2月10日最終）

一般募金　　合計　10,395,218円
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法人募金 合計　　1,653,090 円

㈲大東自動車整備工場 藤原薬局 小林茂商店 ㈲おくい

㈲日油島根工場 多根理容館 ㈲あいねっときすき シャディーギフトこばやし

クリーンアメニックス㈲ NPO法人おっちラボ ㈲田部印刷 三葉タクシー

㈲石原造園 ㈲石田魚店 高尾板金工作所 島根日産自動車㈱雲南店

さくら薬局 川本医院 ㈲中井木工所 ㈲サンコープ雲南

㈲星野モータース ふくま生花店 ㈱ケイツウ ㈲ふじみつ弁当センター

㈲松林鉄工 木次酒造㈱ ㈱内田 木野村電器店

松林企工㈲ 出雲商店 ㈱ゼンキンメタル 田中工業㈱

カナール㈲鴨鍋製造所 美園 山陰酸素工業㈱ ㈲トップウェイ

永瀬医院 ヒノヤ薬房 難波石油㈱ 柿木木工所

（医）緑国会山本歯科医院 ㈲兼折商店 JAしまね雲南地区本部 ㈱渡部特殊土木

青木歯科医院 ヘアーサロンヤマダ ケアセンターきすき 宇都宮造園

日本コルマー㈱ ㈲おくい食堂 総合防災工業 ㈱日進産業　島根工場

（福）たんぽぽ 中国労働金庫　雲南支店 松下金物㈲ 妹尾販売

ネスター㈱島根工場 しまね信用金庫木次支店 ㈱井谷明盛堂 ㈲若槻建設

（福）かも福祉会 貴光 木次運送㈲ ㈲江角鉄工所

㈲大原住建 雲南市商工会　木次支部 大成電気水道工業㈱ 湯乃上館

㈲林精工 光プロジェクト㈱ ㈲松原産業 ㈲木次ファーム

キンヤ㈱ 木次燃料㈲　　 雲南都市開発㈱ 農事組合法人槻ノ屋ヒーリング

㈱山光 大阪屋茶舗 木村医院 大原森林組合

雲南建設㈱ きすきドライビングスクール 辰村医院 岩佐書店

雲南道路サービス㈱ ㈲木次石油 ㈲出川工務店 電化プラザミヤウチ

㈱常松土建 西八製菓㈱ ㈲難波本店 曽田時計店

雲南福祉サービス㈱ 木次電機工業所 桜井行政書士事務所 島根水道㈱雲南店

イマックス㈱雲南営業所 ㈲野津木工所 ㈲田丸屋魚店 力石縫製

かもなか薬局 ㈲大原電気 さくら歯科クリニック ONE-LAPすとう

㈲八雲石油	加茂給油所 田中モータース商会 ㈱スヤマ産業 松林寺

ミケン電設㈲ 奥出雲コスモ病院 木次乳業㈲ 雲南うめき整形外科

本永瀬医院 ㈲ピレリ－フレンズ ㈲徳建 ヘアークラフトオリーブ

清水医院 （一社）雲南建設業協会 サンセイ電機㈱ 富士百貨店

㈱明和 島根トヨタ自動車㈱雲南店 ㈲日登工業 ㈲香川建設

島根県LPガス事業協同組合 ㈲雲南交通電機 ㈲坂根出店 ㈲川口オート掛合

福島商事 ㈲雲南鈑金自動車 ㈲板持土木 ㈲大野モータース

協同組合加茂ネービル ㈲森山自動車工業 田本建設㈲ ㈱中澤建設

㈱丸共加茂給油所 ㈲リョウワ ㈱陶山建設 協栄金属工業㈱

舟木木工所 ㈲かのう ㈱えすみ 掛合マツダ㈲

めかだ電気店㈲ 和かな寿司 ㈲ファッションアトリエ・タマキ 掛合運送㈲

天野館 井上歯科医院 ㈲内田恵造商店 ㈲アイコーソーイング

衣料のかない ㈱小林栄太郎商店 秦野歯科医院

山根医院 若松家㈲ タイヤセンター雲南

募金百貨店プロジェクト　パートナー企業・事業所

第一印刷㈲ ㈲木次印刷 吉原亀栄堂 （福）仁寿会

テクノマーチ ㈱堀江（石照庭園） ムラゲレンジャー 掛合タクシー

㈲オート・ボデー・ケイ カーベル雲南 吉田自動車 竹下醤油店

㈱トヤ商事 いろはほけん事務所 大嶋鮮魚店 松笠下組加工所

㈲ナカムラ ビー・アイ・サポート㈱ 吉田グリーンシャワーの森 うすの会

㈲アプローズおかだ 御菓子司　橘屋 やよえ美容室

㈲美容室アール 池田ぶどう農園 ㈱竹下本店

幸和建設㈱ 会席たむら ㈱たなべたたらの里
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赤い羽根自販機　（設置場所）

ＪＡしまね（旧大東支店） 雲南市役所本庁舎 ㈲千原コーテック作業場前 特別養護老人ホームえがおの里

特別養護老人ホーム笑寿苑 JAしまね雲南地区本部 上熊谷交流館 多根交流センター

加茂交流センター 木次町高齢者コミュニティセンター 雲南市商工会本所 掛合まめなかセンター

ままたまごLab 特別養護老人ホーム梅里苑 国民宿舎	清嵐荘 障害者支援施設	山楽園

きすきの里・ほっとらいふ雲南 小規模多機能センター雲南 割烹杉原 八重滝駐車場

特別養護老人ホームさくら苑 ㈱都間土建 民谷交流センター ㈱たなべたたらの里	掛合支店

木次体育館 三刀屋健康福祉センター 県道38号線	吉田町川尻地内 掛合健康福祉センター（好老センター）

HMG 特別養護老人ホームみとやの郷 ㈲サンコープ雲南田井店舗前 入間交流センター

下熊谷交流センター 鍋山交流センター 吉田交流センター

学校募金 合計　　257,216 円

大東小学校 大東高校 木次中学校 吉田中学校

西小学校 加茂小学校 三刀屋小学校 掛合小学校

佐世小学校 加茂中学校 鍋山小学校 掛合中学校

阿用小学校 木次小学校 三刀屋中学校 三刀屋高校掛合分校

海潮小学校 斐伊小学校 三刀屋高校 雲南分教室

大東中学校 寺領小学校 吉田小学校

海潮中学校 西日登小学校 田井小学校

職域募金 合計　　853,296 円

大東地区自治振興協議会 西日登振興会 （福）愛耕福祉会 ㈱キラキラ雲南

春殖地区振興協議会 雲見の里いいし （福）たんぽぽ B＆G海洋センター

幡屋地区振興会 吉田地区振興協議会 （福）かも福祉会	 おたがいさま雲南

佐世地区振興協議会 田井地区振興協議会 （福）きすき福祉会（さくら苑） 掛合ライオンズクラブ

阿用地区振興協議会 多根の郷 （福）雲南ひまわり福祉会 大東小学校

久野地区振興会 松笠振興協議会 （福）四ツ葉学園 加茂小学校

海潮地区振興会 入間コミュニティー協議会 （福）雲南広域福祉会 加茂中学校

塩田地区振興会 大東地区民生児童委員協議会 （福）有隣会（梅里苑） 木次中学校

加茂まちづくり協議会 加茂地区民生児童委員協議会 （福）よしだ福祉会 三刀屋高校

八日市地域づくりの会 木次地区民生児童委員協議会 （福）仁寿会 吉田小学校

三新塔あきば協議会 三刀屋地区民生児童委員協議会 雲南市役所 田井小学校

新市いきいき会 吉田地区民生児童委員協議会 雲南警察署 吉田中学校

下熊谷ふれあい会 掛合地区民生児童委員協議会 雲南広域連合 掛合中学校

斐伊地域づくり協議会 （福）あおぞら福祉会 JAしまね雲南地区本部 三刀屋高校掛合分校

地域自主組織　日登の郷 （福）島根県社会福祉事業団（簸の上園） 雲南市商工会 （福）雲南市社会福祉協議会

イベント募金 合計　　11,400 円

加茂よっといで祭り いいしへいわの里オープンデー（雲見の里いいし） きすきマルシェ（募金百貨店）

加茂まちづくり協議会 吉田町ななかまどフェスタ

その他募金 合計　　210,517 円

個人匿名等（9件）

市内の取り組みについてご覧いただけます 雲南市共同募金委員会ホームページ
htttp://unnanshakyo.jp.akaihane/
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　県内外には福祉活動の財源となる、いろいろな助成金があります。5月は各種助成金の報告や申請
が多い時期です。「こんな活動をしたいが活動費が無く困っている」「いろいろな種類の助成金があっ
てよく分からない」「助成金の精算・報告の方法について」等、助成金に関係すること、お気軽にご
相談ください。

地域福祉推進のための活動助成金相談について地域福祉推進のための活動助成金相談について

日時 時間令和 5年 5月 10日（水）～令和 5年 5月 31 日（水）
　※来所される場合は、事前にご連絡をお願いします。

10:00 ～ 16:00

お問い合わせ 雲南市三刀屋町三刀屋 1212-3（三刀屋健康福祉センター内）
雲南市社会福祉協議会（雲南市共同募金委員会：事務局）　℡0854-45-9888

　令和４年度に皆様からお寄せいただいた募金 10,395,218 円は、島根県共同募金会を通じ、令和５
年度に実施される市内外のさまざまな福祉活動を支える財源として、　また、近年多発する災害への備え
として大切に役立ててまいります。　
　引き続き、「支え合う福祉のまちづくり」へのご支援とご協力を賜りますようよろしくお願いいたします。

赤い羽根共同募金の使い道

令和 5年度
事業 61％

13％

26％

雲南市社協が行う地域福祉事業

30 地区の地域自主組織が
行う各種福祉活動

〇地域自主組織が行う福祉部の活動へ

〇「ふくしを思う人づくり推進事業」
　推進３地区の活動へ

▲掛合自治振興会福祉部の認知症サポー
ター養成講座の様子

▲加茂町
　音訳ボランティア「ひばりの会」と音

訳 CD 利用者との交流会の様子

▲吉田町
　吉田中学校２年生の福祉教育（吉田町

内の地域自主組織との意見交換）の様子

島根県内の広域福祉活動
〇社会福祉法人、NPO法人等へ
　（施設整備、機器・車両等の購入費等）

〇災害支援のための備えへ

〇子ども（学校）や地域住民・ボランティア等の福祉教育へ　　
〇市民参加のボランティアによる地域生活支援へ
　　（配食サービス、市報等の音訳、郵便見守り事業）
〇関係機関と連携した居場所づくり、就労支援へ　など

皆様からの募金がどの
ように使われているの
かご覧いただけます

▲（福）仁寿会（掛合町）で整備されたパン
生地調整装置
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苦情解決責任者 常務理事　 片寄　　功 ４５－９８８８

苦情受付者 所　　属 役　　職 氏　　名 電話番号（0854） 備　　考
責任者 本所 事務局長 杉原　昭見 ４５－９８８８
責任者 大東支所 総務部長 遠藤　勇二 ４３－５６１０ 大東福祉圏域渉外担当
責任者 大東介護事業所 所長 杉原　留美 ４３－９２００

担当者

居宅介護支援事業所おおぎ 管理者 安部　　章 ４３－９２００ 係長
訪問介護事業所おおぎ 管理者 佐藤　悟子 ４３－９１００ 係長
通所介護事業所おおぎ 管理者 嘉本　智美 ４３－９２１５ 係長
訪問入浴介護事業所 管理者 上代　町子 ４３－６１２２ 係長

責任者 加茂支所 総務課長 永瀬　美穂 ４９－７３０６ 加茂福祉圏域渉外担当
責任者 木次支所 参事 力石　純子 ４２－９０８０ 木次福祉圏域渉外担当
責任者 三刀屋介護事業所 所長 幸村　恵子 ４５－３６５９

担当者

居宅介護支援事業所みとや 管理者 大塚　貴子 ４５－３６５９ 係長
訪問介護事業所みとや 管理者 幸村　恵子 ４５－５５３３
デイサービスセンターみとや 管理者 大坂　純子 ４５－９８９８ 係長
デイサービスセンター陽だまりの家 管理者 吉田　治美 ４５－５０２３ 係長

責任者 吉田支所 事務局次長 吾郷　勇二 ７４－００７８ 吉田福祉圏域渉外担当
責任者 掛合支所 福祉のまちづくり促進センター長 和田　　仁 ６２－１１２１ 掛合福祉圏域渉外担当
責任者 掛合介護事業所 所長 堀江みゆき ６２－０２１５

担当者

居宅介護支援事業所かけや 管理者 井田由美子 ６２－０２１５ 係長
訪問介護事業所かけや 管理者 多々納宏代 ６２－９０５０ 係長
好老センター通所介護事業所 管理者 坂口裕美子 ６２－０７２７ 係長
高齢者生活福祉センター 管理者 堀江みゆき ６２－０７２７

責任者
小規模多機能型居宅介護事業所

所長・管理者 願永　珠青
６２－１０６１

担当者 渡部　仁美 係長
責任者

えがおの里
施設長 若林万里子

６２－１８１１
担当者

特別養護老人ホーム 石飛　真弓 副施設長
短期入所 小林美留女 主査

責任者 三刀屋保育所 所長 梶谷真理子 ４５－２６５１
責任者 掛合保育所 所長 松田　礼子 ６２－９９００
責任者 地域包括ケア推進部 地域包括支援センター長 小影　幸恵 ４７－７７９９

社会福祉法人雲南市社会福祉協議会 苦情解決体制（令和5年4月1日現在）

第 三 者 委 員

皆様からのご意見・ご要望を解決する体制が変更になりました皆様からのご意見・ご要望を解決する体制が変更になりました
　雲南市社会福祉協議会では、利用者や市民の皆様からいただく苦情やご意見に対し適切に対応するため、
下記のとおり苦情解決体制を整備しております。
　本会の実施する事業についてご意見等がございましたら下記窓口までお申し出下さい。

　苦情解決に社会性や客観性を確保し、利用者の立場や
特性に配慮した適切な対応を推進するために苦情解決第
三者委員を設置し、次の方々に委嘱しています。（敬称略）

第三者委員
任期（令和５年 1 月 1 日～令和６年 12 月 31 日）
藤原　正明 大 東 町 （0854）43-3823
石飛由美子 三 刀 屋 町 （0854）45-2208
神田みゆき 掛 合 町 （0854）64-0019
宇田川一德 木 次 町 （0854）42-2448

市外局番（0854）

大東支所 …… TEL 43-5610
加茂支所 …… TEL 49-7306
木次支所 …… TEL 42-9080
吉田支所 …… TEL 74-0078
掛合支所 …… TEL 62-1121

★「好老センター通所介護所」へ

　ポータブルトイレ 藤原　広充 様

ご寄贈ありがとうございました




